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北海 道 にお ける木造船 お よび車櫂 調 査記録(1)

中 岡 利 泰1)

は じめに

えりも町内には、岡部隆盛氏(岡 部造船)が 現役

船大工として活躍 されているが、木造磯船(コ ンブ

漁用)の 新造は、近年ほとんどない状況である。木

造磯船に用いるカツラなどの広葉樹、ヒダカゴヨウ

などの針葉樹の大木が少なくな り、また高価である

こと、木造船は管理に手間がかかり、船足が遅いこ

となどの理由から、木造船を用いる漁業者が減少 し、

現在、コンブ採取用磯船の新造船はFRP製 かアル ミ

製になっている。

今回、北海道沿岸の一部を周 り、木造磯船および

車擢(木 造)に ついて調査 したので、結果のみここ

に報告する。

なお、本稿では、便宜上、ウニ ・アワビ ・コンブ

などを採取する小型の船(全 長6m前 後、幅1m前

後)を 「ウニ船」、主にコンブを採取する船(全 長

7～8m、 幅1.5～2m前 後)を 「磯船」、その他漁種

に用いる船を 「その他の船」 と表記す る。

本調査の一部は、平成20年 度笹川科学研究助成

(研究番号20-824G)を 受け実施 した。

1.調 査地および調査 日

調査地について図1.に 、調査 日および木造船お

よび車擢の確認については表1.に 示した。
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図1.木 造船および車擢調査位置
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表1-1.木 造 船 お よび 車 擢 調 査 地 、 調 査 日お よ び 結 果

No 調査地 調査日 木造船 韓

1 福島町福島漁港 2008年9月25日 ▲木造廃船(磯 舟でない) ●

2 木古内町泉沢漁港 2008年9月26日 ● ●

3 木古内町釜谷漁港 2008年9,月26日 ● ●

4 木古内町蛯谷漁港 2008年9,月26日 なし なし

5 森町森漁港 2008年11,月11日 な し なし

6 森町掛澗漁港 2008年11,月11日 なし なし

7 森町砂原漁港 2008年11月11日 ▲木造廃船 なし

8 森町沼尻漁港 2008年11,月11日 な し なし

9 鹿部町本別漁港(出 来澗分港) 2008年11,月11日 ▲木造廃船 なし

10 鹿部町浜中地区 2008年11月11日 ▲木造廃船(磯 舟でない) なし

11 鹿部町本別漁港 2008年11.月11日 ▲木造廃船(磯 舟でない) な し

12 鹿部町鹿部漁港 2008年11月11日 ▲木造廃船(磯 舟でない) なし

13 函館市南茅部臼尻手前 2008年11月11日 ▲木造廃船 なし

14 函館市南茅部臼尻 2008年11月11日 ▲ひろめ祭り用 なし

15 函館市川汲(安 浦)漁 港 2008年11.月11日 なし な し

16 函館市南茅部郵便局前 2008年11,月11日 ● ●

17 函館市南茅部地区 2008年11月11日 ● 未調査

18 函館市南茅部尾札部漁港 2008年11月11日 なし 未調査

19 函館市南茅部木直漁港手前 2008年11,月11日 ▲木造廃船 未調査

20 函館市南茅部木直漁港 2008年11月11日 なし 未調査

21 函館市南茅部古部漁港 2008年11月11日 なし 未調査

22 函館市椴法華漁港手前 2008年11,月11日 ● 未調査

23 函館市椴法華漁港 2008年11,月11日 ● ●

24 函館市恵山豊浦 2008年11,月11日 ▲木造廃船 未調査

25 函館市古川 2008年11月11日 ● 未調査

26 函館市志海苔漁港手前 2008年11月11日 ▲木造廃船 未調査

27 八雲町落部漁港 2008年9月26日 なし な し

28 長万部町静狩漁港 2008年9,月26日 なし な し

29 豊浦町礼文華漁港 2008年9月26日 なし なし

30 豊浦町豊浦漁港 2008年9月26日 なし ●

31 虻田町虻田漁港 2008年9月26日 な し ●

32 伊達市有珠漁港 2008年7月23日 ●木造にPRP塗 布 ●

●は現役の船を確認、▲は廃船、■は展示または収蔵、◆は復元。
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表1-2.木 造船および車罹調査地、調査 日および結果

No 調査地 調査日 木造船 輔

33 伊達市黄金漁港 2008年7月23日 なし なし

34 室蘭市絵鞘漁港 2008年7月25日 木造廃船のみ ●

35 室蘭市直追漁港 2008年7月25日 な し ●

36 室蘭市イタンキ漁港 2008年7月25日 な し ●

37 登別市鷲別漁港 2008年7,月25日 なし なし

38 白老町 虎杖浜 2008年7.月25日 模型 なし

39 白老町 白老漁港 2008年7,月25日 ▲木造廃船(FRP塗 布) なし

40 白老町 アイヌ民族博物館 2008年7月26日 ◆イタオマチップ、写真 ◆ ・写真

41 苫小牧市 苫小牧港(西 港) 2008年7,月25日 なし なし

42 新ひだか町東静内漁港 2008年11月15日 ●サケ定置サンバ なし

43 新ひだか町東静内あさり浜 2008年11,月15日 ▲木造廃船 なし

44 新ひだか町三石見舞漁港 2008年11,月15日 ●サケ定置サンバ なし

45 浦河町荻伏漁港 2008年11,月15日 ▲木造廃船(サ ンバ) なし

46 釧路市立博物館 2008年12.月17日 ◆イタオマチップ ◆

47 厚岸町海事資料館 2008年12.月17日 ■ ●

48 根室市歴史と自然の資料館 2008年12.月16日 ■ホッチ、川崎、丸木 未調査

49 別海町郷土資料館 2008年12月16日 ■ 未調査

50 稚内市宝来 2009年9,月5日 なし ●

●は現役の船を確認、▲は廃船、■は展示または収蔵、◆は復元。

2.車 擢について

昆(1992)は 、青森県下北郡佐井村のイソブネの

調査報告に 「イソブネは三人まで乗 り込むことがで

きた。アワビ網漁の時などでは、クルマガイの位置

はオモテのアバラおよびオモテのアバラとミヨシの

中間付近に各一挺、 トモのアバラの位置に一艇 たて

た。オモテに近いカイは七尺から人尺、中央のカイ

は一三尺、 トモのカイは一〇尺位のクルマガイが標

準であった。一人乗 りの時には、オモテのアバラの

位置にクルマガイをたて、一三尺のクルマガイを使

用した。」と記述 している。船の大きさ、漁の対象魚

種によっても異なるであろうが、一つの船でも車擢

の装着す る位置によって、七尺から八尺(212～

242cm)、一三尺(394cm)、 一〇尺(303cm)と3種 の

クルマガイが使い分けられていたことがわかる。

また、北海道松前町のイソブネの車擢が十二尺

(364cm)と の記録がある。

佐井村では、「クルマガイはヒバを用い船大工が製

作する。漕 ぐ位置や使用する人の体格、利き腕等を

考慮 して長さやね じりに変化をつける」 と記載 して

いる。

出口(1995)は 、「(日本)北 方部のタナ発達の刹

船の技術複合 としてあげられるのは、車擢 と呼ばれ

る独特の推進具が使われてきたことである」と述べ、

「アムール川下流部、サハ リンの北方民族、アイヌ、

北海道沿岸、東北北部に分布 し、ムダマ造 りの木造
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船 の分布 とかな り明確 に対応 している」 とした。ま

た、その操作方法については、「通常、1人 が左右2

本の擢 を手にす るが、大型の船 では、左右片方づっ

別 々の こぎ手で操作 した。磯漁 の最中には、巧みに

足 を使 って操作 し、船 の方向転換 をはかることもす

る。」と述べている。さらに 「櫓 はこぐのに力はい ら

ないが、海 が荒れ ると役 に立たない。車擢は、櫓 よ

りも早 くこげる とい う利点がある(内 橋1958)」 と

紹介 している。

え りも町郷土資料館 にも車擢 が収蔵 され、その長

さは270cm、290cm、395cm、415cmで ある。え りも町

内において1990年 以降、車擢を実際に漁労活動 に利

用 している現場を著者は 目に したこ とがない(車 擢

をいつまで使用 していたかは不明)。 しか し、北海道

日本海側 沿岸な どでの 「ウニ舳 を用いたコンブ漁

(リシ リコンブ、ホ ソメコンブ)、ウニ漁、ア ワビ漁 、

ワカメ漁に車擢が現在も使用されている。えりも町

内で使用 されなくなった理由 として、昭和35年

(1960)頃からの船外機の普及のためと考えられる。

えりも町内では、平成21年(2009)現 在コンブ採

取用木造磯船が多用 されている。木造船の造船が盛

んであった頃には、ウニ漁用、コンブ沈み汲み用の

船など、発注者である漁業者の使用 目的に、波や岩

礁の状況、風の強弱に応 じて船型を変えていた。ま

た、コンブ採取用磯舟はかつて沿岸の刺 し網漁など

にも用いらてお り、マ帆を張っての帆走の際にも、

車擢(オ モテ右舷1本)や サッ擢または櫓(ト モ左

舷1本)を 用いて船速をあげた。えりも町岡部造船

では、車擢にはホオノキを用いた。(岡 部隆盛氏談)

本稿では、西村美香(2004)に ならい、材を接い

でいない車擢を 「一枷 、2本 の材を接いでいる車擢

を 「二材」と表記する。

3.調 査報告

調査地ごとに木造船および車擢について以下にまとめた。

調 査

地No

1

調査地名

福島町

福島漁港

漁 船 な ど の 状 況

FRPの 磯船、 ウニ船あ り。

車擢 あ り。一材および二材 を確認。穴 と

継ぎの部分をFRPで 補強 した ものあ り。

イカ釣 り木造船第十一海 鴎丸(廃 船)

写真1.一 本の車擢

状 況 写 真

随;訣:詫 蟹:㌔

塾
轟

、睾懸

霧 獅

写真2.継 ぎの車擢 、FRPで 補強。

写真3.木 造船第十一海鴎丸(廃 船)
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2

3

木古内町

泉沢漁港

木古内町

釜谷漁港

FIOの 磯船、ウニ船 あり。木造 ウニ船あ

り。むだまづ くり、外み よし。

車擢は一材および二材を確 認。

写真4.化 粧板

木造磯船 あ り。

春洋丸、 ウニ採 りに用いている様子。木

造廃船 も一隻あ り。

車擢 は二材。

写真7.近 年まで使われていた ウニ船、

むだまづ くり、外み よし、廃船。

写真5.ペ ンキの色が鮮やかな木造 ウニ

船(奥 のウニ船 も木造)

写真6.む だまづ く り。車擢 は一材。

写真8.春 洋丸(木 造 ウニ船)

写真9.春 洋丸の車擢(二 材)
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4

5

6

7

8

木古内町

蛯谷漁港

森町

森漁港

森町

掛澗漁港

森町

砂原漁港

森町

沼尻漁港

FRP磯 船あ り、ウニ船な し。

ホタテ養殖の船 あ り。

磯舟な し。 ウニ船 なし。すべてホタテ

養殖、イカ釣 り漁船。

磯船な し。 ウニ船な し。すべてホタテ

養殖、サンバ型FRPの み。

木造磯船、その他の木造廃船各1隻 あ

り、すでにバ ラバラ。FRP磯 船多数廃

棄あ り。

写真10.

木造磯船 の廃船 →

写真11.

その他の木造船 の廃船 ⇒

木造磯船な し。FRP磯 船あ り、その漁

船には、コンブ漁、 ウニ漁、アワビ漁

の道具は載せ てあったが、車擢はなか

った。

写真12.

FRPの 磯船 ⇒

響癒1轟
磯鳥∵ 灘 戴論
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9

10

11

鹿部町

本別漁港

(出来澗分

港)

鹿部町

浜中地区

鹿部町

本別漁港

その他木造船廃船あり。磯船はFRPで

幅が広い。船舷に小型船外機を付けて

いる磯船あり。

写真13.

その他木造の廃船 →

写真14.

左の船の船舷に小型船外機 →

が付いている

前浜で船を上げ下げしている様子。 そ

の他木造廃船2隻 あ り。磯船 はない。

一船は全長約10m
、幅約2m、 船首の

高さは約150cm。 もう一船は、バ ラバ

ラにな りつつあ り、全長約9m、 幅 ・船

首の高 さは計測できず。

写真15.

その他木造廃船～ホタテ養殖用 に使 っ

ていただろ うとのこと。写真16.→

話を聞いた引退 した元漁業者(高 齢者)

によると、昔は、 コンブとり、スケソ

漁、タコ漁などにも車擢 を使った とい

う。今 も漁業形態は変わらず、ホタテ

の養殖(吊 り方式)が 増 えただけ。

FRPの 磯船～廃船のものあ り、木造磯船

を模造 した ように見受けられ る。 ⇒

写真17.

全長750cm

幅(外140、 内121)
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11

12

12

鹿部町

本別漁港

鹿部町

鹿部漁港

手前

鹿部町

鹿部漁港

木造磯船～廃船2隻 あり、

すでにバラバ ラ状態。 写真18.⇒

その他 の廃船2隻 。計測せず。

写真19.

FRPウ ニ船 あ り。FRP廃 船 あ り。

写真21.

その他木造船廃船 →

写真22.

その他木造船。 ⇒

シー トをかぶせてい る。

(佐藤一夫氏による と中に漁

具などを入れて、倉庫代わ

りにしてい るとい う。)

写真20.雄 盛丸
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13

14

15

16

函館市

南茅部

臼尻手前

函館市

南茅部

臼尻漁港

函館市

川汲(安 浦)

漁港

函館市

南茅部郵便

局前

木造磯 船 の廃 船。

全 長816cm、

幅(外)134cm(内)123cm、

深 さ52cm

写真23.

大型の漁船が多い。

南茅部の 「ひろめ舟祭 り」用の

その他の木造船が収納 されている。

写真25.資 料1.

全長812cm

幅(外)147cm(内)136cm

深 さ56cmあ ば ら3本

船は、平成元年(1989)造 船責任者:

金沢京作氏、設計管理者:赤 沢和也氏く

有)ア カザワ漁船工機社長〉らによるも

の。8隻 ある。船こぎ大会時の推進具は、

擢を用いる。車擢は使わない。

FRP磯 船 あ り。 車擢 な し。

木造 ウニ船2隻 あ り。

1隻 は現役 。 ⇒

写真26.の 木造 ウニ船 の計測 値

全長620cm、

最 大幅104cm(外)、94cm(内)、

車擢 あ り(次 ペー ジ に記載)

写真24.

写真25

資料1.NPO函 館市埋蔵文化財事業団提供

写真26.

一17一



Bu11.ErimoTownMus.7:9-31(2010)

16

17

18

19

20

21

函館市

南茅部郵便

局前

函館市

南茅部地区

函館市

南茅部

尾札部漁港

函館市

南茅部

木直漁港手

前

函館市

南茅部

木直漁港

函館市

南茅部

古部漁港

ウニ船(写 真26.)の 内側

車擢 は二材である。

写真27.車 擢(二 材)全 長352cm

最大幅11cm

厚 さ3cm

も う1隻 の木造 ウニ船 はカバーが してあ

り、詳細不明。 写真28.

車中か らの目視調査で、道路沿いに木

造船12隻 ほ どあ り。

車擢 は未調査。FRPウ ニ船は多数あ り。

木造磯船な し。FRP磯 船多数 あり。FRP

ウニ船な し。

木造磯船の廃船あ り。

形が崩れている。 写真29.

穿

FRP磯 船 多数 あ り、FRPウ ニ船 な し。

FRP磯 船 あ り、FRPウ ニ船 な し。

写真28.

写真30.
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22

23

24

25

26

函館市

椴法華

椴法華漁港

手前

函館市

椴法華

椴法華漁港

函館市

恵山

豊浦

函館市

古川町

函館市

志海苔漁港

手前

木造 ウニ船 あ り、 ムダマづ く り。

木 造磯船1隻 、木 造 ウニ船4隻 。

現役 、全長620cm、 最大幅110cm(外)

車擢 は二材 であ る。

写真31.

写真32.

木造 ウニ船1隻 あ り、廃船。

計測せず

写真34.

木造ウニ採 り磯船

確認、計測せず)

現役1(車 中よ り

木造ウニ採 り磯船

確認、計測せず)

廃船1(車 中よ り

写真33.
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27

28

29

30

31

八雲町

落:部漁港

長万部町

静狩漁港

豊浦町

礼文華漁港

豊浦町

豊浦漁港

虻田町

虻田漁港

FRP磯 船 あ り。 ウニ船 な し。 車擢 な し。

F即 の磯船あ り。ホタテの養殖な ど盛ん

な様子。

FRP磯 船 、 ウニ船は全て廃船 、放棄 され

ていた。現在はホタテ養殖用の船が主役。

写真35.

FRP磯 船、 ウニ船あ り。木造船な し。

車擢は二材あ り。二材はFRPや 針金で補

強。

写真36.

FRPの ウニ船 と二材 の車擢(釘 で接 ぐ)。

写真37.

FRPの ウニ船 と二材 の車擢(FRPで 補強)。

磯舟、 ウニ船あ り。 ウニ船は少ない。車

擢あ り。一材一穴。穴の部分を板で補強

したものあ り。

写真38.
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31 虻田町

虻田漁港

写真39.

廃船の中に車擢が放置 されていた。

調査地No.32

伊達市有珠漁港では、多くのウニ船が漁港につな

がれたり、斜路に引き上げられていたが、中にはし

ばらく使われていないもの、廃船同様のものが多く

置かれていた。

船の準備に来ていた漁業者によると、ウニ船は「ウ

ニ採 り船」とも言 う。昔は木造だったが、もう木造

船はない。 しかし、木造の船にFRPを 塗った船はあ

るということであった。 「ウニ採 り船」では、ウニ、

コンブ、ワカメを採 るのに使った。他に刺 し網、カ

ニ漁にも使ったが、浜に近いところで使 う船。 ウニ

船は、昔、苫小牧の吉田造船から購i入していたとい

う。

「ウニ採 り船」に載せてあった車擢には、一材一

穴、二材一穴であった。車擢の先端(ハ サキ)に は、

漁労具をかける台 との擦れ跡が明瞭であるもの、タ

カマ穴に鉄板を装着 し修復 したもの、廃棄 されてい

た車擢にはタカマ穴部分を板材で修復 したものがあ

り、長期間使用 されていたことが推測された。

鐸

写真41.伊 達市有珠漁港

る鞭

タカマ穴が修復されてい

写真40.伊 達市有珠漁港 車擢のハサキ

写真42.伊 達市有珠漁港 廃棄されていた車擢

調査地No.33

伊達市黄金漁港では、木造船 ・車擢ともに確認す

ることはできなかった。漁港近くの船販売店(さ か

たボー トセンター)に よると、磯船のことを 「丘ま

わり船」とい う。主にウニ採 りに使った。FRP船 に

なっても車擢 は使っている。FRPな どでできた車擢

は見たことがないという。また、白老町の虎杖浜に
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船大工が昔いたとの晴報を得て、調査を行った(後

述)。

調査地No.3

室蘭市絵鞘漁港では、斜路には多くのウニ船があ

った。有珠漁港で見たものと同形。多くはFRPで あ

るが、廃船のひとつに木造船にFRPが けのものがあ

った。

作業 していた漁業者の話によると、ウニ船は30

年ほど前からプラやFRPの 船になってきている。最

初はコンパネの上にFRPな どを塗った船もあった。

車擢は今でも使っている。船につける小 さなエンジ

ンは、海藻の多いところではスクリューに海藻がか

らま り使いづらい。車擢の方が使いやすいから使っ

ている。痛んだところを修復 したり、っなぎ合わせ

たり、いろいろと工夫 して使っているとい う。

写真45.室 蘭市絵鞘漁港

擢

ステン板で修復された車

・鐸 ∴

蟹

写真43.室 蘭市絵鞘漁港 廃棄 された木造船

写真44.室 蘭市絵鞘漁港 使い込まれた車擢

麟

写真46.室 蘭市絵鞘漁港 鉄板で修復 された車擢

調査地No.35

室蘭市追直漁港では、木造船は確認できず、FRP

の磯船 ・ウニ船を確認 し、車擢 も確認できた。

調査地No.3

室蘭市イタンキ漁港では、木造の船は確認できず、

FRPの 磯船 ・ウニ船を確認し、車擢 も確認できた。

一材二穴の車擢も一組あったが、タカマ穴の周囲な

どの形状から元々は別の車擢を組み合わせて利用 し

ているようであり、2本 とも一つの穴を埋め木 して

いた(写 真47.)。 また、1本 は縦のひびを防ぐため

ビス止めされていた。漁業者に話を聞くと、今でも

車擢を購入できるといい、函館の佐藤 櫓木店を紹介

されたが、後 日、函館で調査 した際には、すでに廃

業 していた。また、磯船のことを 「磯まわり船」と

い う。
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写真47.室 蘭市イタンキ漁港 一材二穴車擢

調査地No.37

登別市鷲別漁港では、磯船および車擢を確認でき

なかった。

調査地No.38

白老町虎杖浜では、調査地33伊 達市黄金漁港の船

販売店からの情報である 「白老町の虎杖浜に船大工

が昔いた」について調査をおこなった。

現地に詳しい白老町元陣屋資料館の武永学芸員の

お世話で、虎杖浜の 「瀬賀」 さんが昔船大工であっ

たことが判明した。船大工の瀬賀清五郎氏は20年

前に74歳 で他界 され、現在、清五郎氏の奥さん(ユ

キさん)と 息子さん(悦 夫氏)が 、昔からの場所で

暮 らしている。

以下に瀬賀悦夫氏からの聞き取 りをまとめた。

家の隣の物置小屋(軒 つづき)は 、昔の船大工の

作業小屋(造 船所)の 一部を残 して使っている。中

を見せていただくと太い梁からその昔を偲ぶことが

できた。家は川のすぐそばで、昔は新造 した船をこ

の川から進水 させたという。現在では堤が高くなり

水面が見えない。修理などで船を持ってくるのも川

を使ったとい う。

清五郎氏は、もともと漁師だったが腰 を痛めて船

大工になった。 どこで修行 したかわか らないが、人

を使っていた。顧客は地元の漁業者。一杯(隻)つ

つ作っていた。主に伝馬船を作っていたと思 う。沖

の船も作っていた。清五郎 さんのところで働いてい

た人が小樽にいるらしい。

小屋には、清五郎氏が使っていた大きな留め金、

船大工専用の鉋、「磯船ムダマ定基」と墨書きされた

造船する際の角度を記入 した板が保存 されていた

(写真48.図2.)。 家には清五郎氏が作った船の模

型(写 真49.)が ある。

佐藤一夫氏(元:苫 小牧市博物館館長)に よると、

白老町虎杖浜の人は、新潟県出身でまとまっている

とい う。

写真48.白 老町虎杖浜 瀬賀清五郎 ・作 「磯船ム

ダマ定基」(表)

○

○

図2.白 老町虎杖浜 瀬賀清五郎 ・作 「磯船 ムダ

マ定基」(表 と裏)上:左 か ら炉 立、炉中、中

心、舳中、舳定、 ミヨシ開キ、カグロ。下:左

か らカ グロ、舳定、舳 中、中心、炉、炉 立、舳

開キ。

写真49.白 老町虎杖浜 瀬賀清五郎作模型
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調査地No.3

白老漁港では、廃船の中に、ベニヤ板にFRPを 塗

布 した/」型 船があった。実際に漁業に用い られたも

のか疑問が残る。

写真50.白 老漁港

調査地No.4

白老アイヌ民族博物館では、所蔵す る写真 および

絵図、復:元イタオマチ ップ と復元車濯について調査

した。 写真お よび絵図については別に報告す る。

アイヌ民族博物館では、平成19年(2007)年 にイ

タオマチ ップを復元 した。材 はカツラを使 いたかっ

たが、セ ンを使 った。

イタオマチ ップの幅 は80cm、 車擢の長 さは213cm、

穴 と手 に持つ端の距離 は40cm、 支点、力点、作用点

のバ ランスが重要であ り、最初作 った とき260cm位

あったが、使いづ らいので切って短 く した。車擢 の

材 はホオノキを使 った。

写真52.ア イヌ民族博物館 復元 した車擢

調査地No.41

調査地32有 珠漁港で入手した晴報から、吉田造船

(苫小牧市)の 矢木田光雄社長に聞いた話を以下に

報告する。

三石町(現:新 ひだか町三石)に 坪井さん(田 中

造船の社長)が 造船所を手がけていた。今は鵡川の

冨野造船で働いているかもしれない。門別町(現:

日高町門別)の 高浜では村井さんが造船所をやって

いた。浦河町の荻伏には中村造船があって、少 し前

にサンバを作ったと聞いている。三石の田中造船 も

木造船をやっていた。南茅部の高屋 さんも船大]ら

松前には現役の船大工がいて修理 している。

車擢は、羽幌、天売、焼尻ではウニ採 りに使って

いるが、みんな接ぎ足 し(二 材)だ 。

車擢の全長は、北海道太平洋岸伊達市～室蘭市地

域の調査において、最短が302cm、 最長が403cm

であ り、350～370cmが 数多く確認できた。

写真51.ア イヌ民族博物館 復元 したイタオマチ ッ

プ
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状況写真
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木造磯船 の廃船あ り。木の上にFRPを

塗布 してあったが、すでに崩壊 している

状況 、「シマイハ ギ」構造船であるが、ム

ダマづ くりの影響を受けているのか、船

底の中央が浅 く刹 られてい る。

車擢は確認できなかった。

写真56.

むだまの刹 りが見える。

写真57.

新 ひ だ

か町

東 静 内

あ さ り

浜

43
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44

45

新 ひ だ

か町

三 石 見

舞漁港

浦 河 町

荻 伏 漁

港

サケ定置網木造サンバ1隻 あ り。

住吉丸。現役船。

車擢 は確認できなかった。

写真58.

写真59.

サケ定置網木造サンバ2隻 あ り。

荻栄丸、第三銀鱗丸、 ともに廃船。

車擢は確認できなかった。

写真60.荻 栄丸

写真61.荻 栄 丸

写真62.第 三銀鱗丸

写真63.第 三銀鱗丸
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調査地No.4

釧路市立博物館所蔵のアイヌ民族の構造船イタオ

マチップは復元されたものであり、4組8本 の車擢

が製作 され、その長さはそれぞれ異な り、こぎ手の

位置によって、海面からの高さが異なるため、漕ぎ

やすいように長 さを調整 したという。写真65.の 車

擢の曲がりは、製作後自然に曲がったものであると

いう(戸 田学芸員)。この車擢は、手で握 る部分とタ

カマ穴の長 さが異なるので、操作しやすいよう短く

した可能性もある。

写真64.釧 路市立博物館 イタオマチップ(復 元)

漁業で実際に使われている車:擢とは形状が異なって

いた。

写真65.釧 路市立博物館 車擢(復 元)

左:全 長250cm.残 り3組:全 長263cm.

調査地No.47

厚岸町海事記念 館 に展示 され てい る木造磯船は、

シマ イハ ギの構 造船 であ る。 これ は、昭和63年

えりも研究 ・第7号 ・2010

(1988)に 同館 開館時に製作 したもので、厚岸町湾

,月町 の鈴木 造船 が新調 した。全長700cm、 最大幅

158cm、 内深46c臨 厚岸では磯船を ドカイ と呼んで

いた。船尾の トコには舵が取 り付けできるようにカ

ジアナが造作 して ある。

写真66.厚 岸町海事資料館

写真67.厚 岸町海事資料館

写真68.厚 岸 町海事資料館所蔵 の車擢(二 材)

全長248cm.最 大幅14cm.
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調査地No.48

根室市歴史 と自然の資料館には、ホ ッツ大小各1

隻、川崎船1隻 、丸木舟1隻 の合計4隻 が収蔵展示

されていた。今 回の調査対象 である木造磯船 とは異

なるが報告 してお く。

写真69.根 室市歴史 と自然の資料館 ホ ッチ(小)

ホ ッチ(小)は 同館 の登録 カー ドによると昭和40

年(1965)頃 ～昭和47年(1972)年 頃、根室市 吾揺

瑠においてこコンブ漁に用い られ た。全長520cm、

最大幅155cm、 高 さ86c叫 シマイハ ギ構造船 である。

写真70.根 室市歴史と自然の資料館 ホッチ(大)

ホッチ(大)は 同館の登録カー ドによると1970

年代に底時網(底 建網?底 曳き網?)に 使用、全長

960cm、幅240c叫 使用者は別海町走古丹の福原1亘義

氏。平成8年(1996)に 根室市西浜町の竹原栄作氏に

よると「北方四島で使用 していた川崎船に似ている」

と記録 されている。

川崎船は同館の登録カー ドによると、全長700cm、

幅220c臨 根室市歯舞で主にコンブ漁に用いられて

いた。

写真71.根 室市歴史 と自然の資料館

川崎式和船第31春 代丸の船尾

写真72.根 室市歴史 と自然の資料館

丸木舟(船 尾から)

写真73.根 室市歴史と自然の資料館

丸木舟(左 舷修復部、内側)
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写真74.根 室市歴 史 と自然の資料館

丸木舟(船 尾)

丸木舟は、同資料館の登録カー ドによると、昭和

38年(1963)頃 、根室市槍 昔寄 り風蓮 川河 口に漂着 し

た ものが寄贈 され たものであ り、材 はタモ とされて

いる。寄贈当時昭和47年(1972)の 新聞報道に よる

と明治30年 頃の もの とされている。全長364cm、 最

大幅93cm、 船底 の厚 さは2.5～3c恥 船縁 の厚 さはオ

モテ4～5cm、 中央部2.5～3cm、 トモ3.5～6c臨 船

底 中央には ドリルで開けた よ うな直系2cmの 穴が4

つあ る。船尾 は、2枚 の板 を21本 の釘 を使 って固定

していた。左舷 トモの船縁 には直径2cmの 穴が2つ

あいてお り、 ロープを通 し、櫓や擢 で操船 していた

と考え られた。また、右舷 オモテの船縁に も直径2cm

の穴が2つ あいていた。左舷 中央部には、開いた部

分 を薄 い鉄板 で補修 し、また補修跡 も認 められ た。

右舷 オモテ の一部が欠損 してい る。

一 ゆ

図2.根 室市歴史 と自然の資料館 丸木舟実測図

調査地No.4

別海町郷土資料館に展示されている木造磯船は、

えりも研究 ・第7号 ・2010

シマ イハ ギの構 造船で あ る。 全長579cm、 最大 幅

148cm、 あば ら3本 、外み よ し、船底 はシキの幅が

50cmの 一枚材、左右のシタダナには材不足の部分 に

は継 ぎを していた。左舷 に櫓軸 が1つ 、ロ ドコ(櫓

床)、 用途は不明である。展示 中であ り、船底部分 な

どが確認できなかった。

写真75.別 海町郷土資料館

写真76.別 海町郷土資料館

写真77.別 海町郷土資料館
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図3.別 海町郷土資料館 木造船実測図

調査地No.5

2009年9月 稚内市宝来での調査時には、拾いコン

ブ(沈 み汲み)が 行われてお り、浜に戻った漁業者

に尋ねると、「車擢を用いるのは高齢の漁師。車擢は

漁組で買える。」とのことであった。稚内市でも若い

漁師は車擢をあま り用いず、船舷につける小型船外

機(電 動モデル)を 用い、高齢の漁業者が車擢を使

用 していた。

稚内市で確認できた車擢は、一材一穴、二材一穴、

二材二穴であったが、二材二穴は1組 だけであった

(写真78.)。

船には車擢を差込むタカマが船前方(オ モテ)に

左右にあり、車擢2本 で操船でき、右舷 ミヨシ近く

にタカマが一つの計3本 があった。また、船後方(ト

モ)の コベ リには左右にタカマを立てることができ

る穴があった。

稚内漁業協同組合では、毎年6月 頃コンブ漁業者

からの資材発注をとりまとめるが、発注書の中に車

擢があり、漁業者からの注文数のみを稚内市内の造

船所に発注するとのことであった。受注する車擢は

「はさき」と 「うで」が分かれている 「繋ぎ」で、

造成所で繋ぎ部分をFPRで 強化 して納入 していると

のことである。現在でも購入できるためか、浜に並

べてある磯舟に置いてあった車擢は、使い込まれて

いるもの、修理を施 されたものであるが、比較的新

しいものであった。タカマ穴周辺の船舷のコベ リと

擦れる部分に硬化プラスチックを塗布 している車擢

が確認できた。

写真77.2材(2穴)の 車擢

(2009年9,月 撮影稚内市宝来)

写真79.一 一材一穴の車擢

(2009年9,月 稚 内市宝来)

一30一



え り も研 究 ・第7号 ・2010

謝辞

本調査を進めるにあた り、数多くの方々のお世話

になった。アイヌ民族博物館の野本正博学芸員には

復元 したイタオマチップと車擢について、釧路市立

博物館の戸田恭司学芸員には復元展示 しているイタ

オマチップと車擢について、厚岸町海事記念館車塚

博学芸員 ・菅原卓己には展示磯船 と車擢について、

根室市歴史と自然の資料館の猪熊樹人学芸員には収

蔵 してある木造船 と丸木舟について、別海町郷土資

料館の石渡一人学芸員、戸田博志学芸員には収蔵木

造船について、函館市の佐藤 一夫氏には臼尻の木造

船の調査について、白老元陣屋資料館武永眞学芸員

には白老町虎杖浜の船大工の所在地について、それ

ぞれ ご協力をいただいた。また、青森県立郷土館昆

政明学芸課長、みちのく北方漁船博物館の石山晃子

学芸員、函館市の山田佑平氏には、木造船と車擢に

ついて貴重な助言と資料の提供をいただいた。ここ

に心から御礼申し上げます。

参考文献

出 口晶子(1995)「 日本 と周辺 アジアの伝統的船舶

一その文化地理学的研究」
、文献出版 、pp376.

昆 政 明(1992)「 津軽海峡沿岸の漁船 」一小型漁

労和船 を中心に一」 日本民俗学 第189号:73

-99 .

西村美香(2004)「 ムダマハ ギで海 に出 よ う一和船

の操船技術 一」、み ちのく北方漁船博物館、PP28.

内橋潔(1958)*民 具伝播の実例 、越後市振 の車

擢.高 志路.180:1-2.

*は 文献を直接参考にしていない。

一31一


